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青森県三沢沿岸から得られた北限記録のタテジマキンチャクダイ

石黒智大 1・三澤　遼 2

A single specimen of Pomacanthus imperator (Bloch, 1787) 
(Pomacanthidae) was collected from the coast of Misawa, 
Aomori Prefecture, Japan on November 22, 2023. All mea-
surements, counts, morphological characters, and coloration of 
the specimen agree well with the previous descriptions of the 
species. Because distributional records of P. imperator in Japa-
nese waters have been limited to south of Ibaraki Prefecture, the 
specimen represents the first record of the species from Aomori 
Prefecture, as well as the northernmost records for the species.
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 Abstract

スズキ目キンチャクダイ科 Pomacanthidae は，世界に 8

属 89 有効種が知られ（Nelson et al., 2016），日本近海には

7 属 32 種が分布する（島田，2013；畑・本村，2017；瀬能，

2018；和田ほか，2022；本村，2024）．このうち，サザナミヤッ

コ属 Pomacanthus Lacepède, 1802 は全世界に 13 有効種が

認められており（Nelson et al., 2016; Heemstra, 2022），日本

からはワヌケヤッコ P. annularis (Bloch 1787)，タテジマキ

ンチャクダイ P. imperator (Bloch, 1787)，サザナミヤッコ P. 

semicirculatus (Cuvier, 1831)，ロクセンヤッコ P. sexstriatus 

(Cuvier, 1831)，およびアデヤッコ P. xanthometopon (Bleeker, 

1853) の 5 種が知られている（島田，2013；本村，2024）．

本属は三大洋（インド・太平洋，大西洋），および地中海

の熱帯・亜熱帯域のサンゴ礁または岩礁域を中心に分布

し，体が円形から楕円形で著しく側扁する，体色が成長段

階によって著しく変化する，体側中央部鱗の鱗紋の中心が

露出部の前端部か前方に位置する，背鰭棘数が 12–13，尾

鰭が円形もしくは截形などの特徴によって他属と区別され

る（Pyle, 2001; Burgess et al., 2002；島田，2013; Heemstra, 

2022）．タテジマキンチャクダイは，インド・太平洋，紅

海および地中海の熱帯・亜熱帯域に分布することが知られ

ている（Pyle, 2001; Allen and Adrim, 2003; Pyle et al., 2010; 

Golani et al., 2010; Heemstra, 2022; Badreddine et al., 2023）．

日本近海においては，茨城県以南の太平洋から報告されて

いる（望月ほか，1994；島田，2013；岩坪，2014；瀬能，

2018）．

このたび， 2023 年 11 月 22 日に青森県三沢市沿岸から 1

個体のタテジマキンチャクダイが採集された．この個体は

青森県における初記録となるとともに，本種の分布の北

限を更新するものとなるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は概ね Heemstra (1984) と和田ほか（2022）

に従った．ただし，記載標本の鱗は一部脱落していたこと

に加え，タテジマキンチャクダイの側線は見えにくい（島

田，2013）ことから，本研究では鱗の計数は行っていない．

体各部の計測は，デジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位ま

で記録した．標準体長は SL と表記した．生鮮時の体色の

記載は，解凍後に撮影された生鮮時のカラー写真に基づ

く．本報告に用いた標本は，京都大学魚類標本コレクショ

ン（FAKU）に所蔵されている．

Pomacanthus imperator (Bloch, 1787)

タテジマキンチャクダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　FAKU 151127，200.7 mm SL，青森県三沢沖，定

置網，三沢漁港水揚げ，八戸市浜市場みなとっと購入，

2023 年 11 月 22 日，石黒智大．

記載　計数値：背鰭鰭条数（dorsal fin rays）XIII, 19；

臀鰭鰭条数（anal fin rays）III, 20；胸鰭軟条数（pectoral 

fin rays）19； 腹 鰭 鰭 条 数（pelvic fin rays）I, 5； 鰓 耙
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数（gill rakers on first gill arch）6 + 1 + 13 = 20；鰓条骨数

（branchiostegal rays）5．

標準体長に対する各部位の百分率（% SL）：全長（total 

length）122.4； 最 大 体 高（maximum body depth）65.9；

体 幅（body width）19.5； 頭 長（head length）28.4； 吻 長

（snout length）12.6；眼径（orbit length）6.5；両眼間隔幅

（interorbital width）10.8； 尾 柄 高（caudal peduncle depth）

13.0；尾柄長（caudal peduncle length）9.3；最長鰓耙長（longest 

gill raker）1.2； 前 鰓 蓋 骨 棘 長（preopercular spine length）

11.2；尾鰭長（caudal fin length）17.7；胸鰭長（pectoral fin 

length）21.9；背鰭第 1 棘長（1st dorsal fin spine length）4.4；

背鰭第 2 棘長（2nd dorsal fin spine length）5.3 + (damaged)；

背鰭第 3 棘長（3rd dorsal fin spine length）9.4；最長背鰭軟

条長（longest dorsal fin soft ray length）35.1；臀鰭第 1 棘長

（1st anal fin spine length）8.0；臀鰭第 2 棘長（2nd anal fin 

spine length）11.8；臀鰭第 3 棘長（3rd anal fin spine length）

13.7； 最 長 臀 鰭 軟 条 長（longest anal fin soft ray length）

21.4；腹鰭第 1 棘長（1st pelvic fin spine length）17.3；腹鰭

長（pelvic fin length）31.0.

体は楕円形で著しく側扁する．体高は臀鰭起部で最大

となり，頭長の 2.3 倍（Fig. 1）．体背縁は下顎先端から背

鰭起部にかけて顕著に上昇し，背鰭起部から背鰭第 4 棘起

部にかけては緩やかに上昇するが，その後は体軸と並行に

なり，背鰭第 11 棘から背鰭基底後端にかけて緩やかに下

降する．頭部背縁は鼻孔付近と眼の上方で僅かに凹む．体

腹縁は下顎先端から臀鰭起部にかけて緩やかに下降し，そ

こから臀鰭基底後端にかけて急に上昇する．尾柄部は太く

短く，末端に向かって緩やかに細くなる．胸鰭基底上端は

鰓蓋後端よりも僅かに前方に，胸鰭基底下端は腹鰭第 1 軟

条起部直上にそれぞれ位置する．胸鰭後端はやや尖り，背

鰭第 7 棘起部直下に僅かに達しない．腹鰭起部は背鰭起部

より僅かに前方に位置し，腹鰭基底後端は背鰭第 2 棘直下

に位置する．腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長し，腹鰭軟条の中

で最長．腹鰭の付け根に棘はない．背鰭起部は胸鰭基底

上端よりも僅かに後方に位置する．背鰭と臀鰭の基底後端

はほぼ同位．背鰭第 8 軟条は糸状に伸長し，背鰭軟条部外

縁が後方に伸びる．臀鰭起部は背鰭第 12 棘起部直下に位

置する．臀鰭軟条部の外縁は円形を呈する．臀鰭棘は第 3

棘が最長．尾鰭は弱く円形を呈し，後縁の中央部は緩やか

に膨出する．体は細かい櫛鱗に被われるが，前鰓蓋骨の棘

は被鱗しない．肛門は楕円形で，臀鰭起部前方にやや離れ

て位置する．眼は僅かに楕円形を呈する．口は小さく端位．

上顎後端は丸みを帯び，前鼻孔の前縁には達しない．鼻孔

は 2 対で眼の前下方に位置し，前鼻孔は円形，後鼻孔は上

下に長い楕円形を呈する．下顎は上顎よりも前方に突出す

る．前鰓蓋の下部に後方へ向かう長く強い 1 棘がある．両

Fig. 1. Fresh specimen of Pomacanthus imperator (FAKU 151127, 200.7 mm SL) collected from off Misawa City, the Pacific coast of 
Aomori Prefecture, northern Japan.
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顎には前後方向に薄い板状歯が密生する．体側中央部鱗の

鱗紋の中心は露出部の前端部に位置し，体側鱗はやや不規

則に並ぶ．側線は尾柄部まで達する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体側全体と背鰭のほと

んどが黄色と暗青色の細い縦帯で覆われ，それらの縦帯は

やや斜めに走る．黄色の縦帯は暗青色の縦帯よりはるかに

細い．頭部は緑がかった灰色で，眼を通る青白色で縁取ら

れた暗色横帯がある．胸鰭基底の上方に黒色域があり，そ

の前縁は青白色で縁取られる．腹部は黄緑がかった茶色で，

吻部は淡い灰色を呈す．臀鰭は全体が茶褐色または赤褐色

で，湾曲した青い縦帯があり，縁辺は青白色で縁取られる．

尾鰭は全体が黄色で後縁は白色．胸鰭は暗い灰色から黒色

を呈する．腹鰭は軟条部が橙色で鰭膜は青白色．

分布　紅海，アフリカ東岸から南日本，ハワイ諸島，

フレンチポリネシアにかけてのインド・太平洋の熱帯・亜

熱帯域，および地中海東部に分布し（Pyle, 2001; Allen and 

Adrim, 2003; Pyle et al., 2010; Golani et al., 2010; Heemstra, 

2022; Badreddine et al., 2023），日本国内では伊豆諸島，小

笠原諸島，火山列島，茨城県鹿島灘から九州南岸にかけて

の太平洋沿岸，琉球列島，南大東島，および尖閣諸島か

ら報告されている（望月ほか，1994；島田，2013；岩坪，

2014；瀬能，2018）．本研究によって，青森県三沢からも

新たに分布が確認された．

備考　青森県三沢から得られた 1 標本（FAKU 151127）

は，体が楕円形で著しく側扁する，背鰭鰭条数が XIII，

19，臀鰭鰭条数が III，20，臀鰭軟条部の外縁は円形を呈

する，側中央部鱗の鱗紋の中心は露出部の前端部に位置す

る，側線が尾柄部まで達する，体側に多数の黄色および

暗青色の縦帯を有する，体側鱗がやや不規則に並ぶ，背

鰭軟条部外縁が後方に伸びるなどの特徴が島田（1997，

2013），Pyle (2001)，Golani et al. (2010)，岩坪（2014），瀬

能（2018），Heemstra (2022) および Badreddine et al. (2023) 

の示したタテジマキンチャクダイ Pomacanthus imperator

の特徴と一致したため，本種と同定された．

タテジマキンチャクダイのこれまでの分布の北限は，

地中海におけるトルコ南部イスケンデルン湾（36°21′ 

54″N, 35°49′13″E） で あ る と 考 え ら れ る（Gurlek et al., 

2019）．ただし，地中海における記録はスエズ運河を経

由した移入であるとされているため（Golani et al., 2010; 

Gurlek et al., 2019; Badreddine et al., 2023），これまでの本種

の自然分布の北限は日本における茨城県鹿島灘（鹿島灘漁

港，35°58′10″N, 140°40′45″E，国土交通省，2024）（望月ほ

か，1994；島田，2013）と考えるのが妥当であろう．した

がって本研究で示された青森県三沢産の標本はタテジマキ

ンチャクダイの青森県からの初記録となるとともに，本種

の分布北限を更新する記録となる．

近年，日本沿岸域において，従来知られていた分布域

よりも北方の海域で温帯から亜熱帯に分布する暖水性魚類

の出現が頻繁に報告されている（三澤ほか，2020；赤池・

旗，2022；石黒・三澤，2023；外山，2023；井手籠・萩原，

2024）．これらの記録には，海水温の上昇など近年の海洋

環境の変化に起因すると推測されるものも含まれる（例え

ば，井手籠・萩原，2024）．特に，2022 年 12 月から 2023

年 12 月にかけての東北太平洋側海域では，暖流である黒

潮続流の北限位置は極めて北偏しており（国立研究開発法

人水産研究・教育機構，2023），青森県三沢沖の当日の海

面水温は 15–16ºC で，平年と比べ約 2ºC ほど高い水温となっ

ている（気象庁，2023）．この特異的な海況が，タテジマ

キンチャクダイの青森県への来遊を促した可能性が推測さ

れる．
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